












  要約:低出生体重児を持つ母親の栄養・食生活に関する意識や実態と、食や健康に関す

る情報の内容および入手経路はどのようなものになっているのか、その状況を把握し検討

した。 この結果、低出生体重児の食事状況は、育児担当者である母親の食生活に関する

意識や食習慣・食行動に大きく左右されていることを確認した。従って、一人一人の児の

抱えている問題が様々であり、対象児全体の平均化したものを基本にすべての指導マニュ

アルを作成することなく、可能な範囲で個別の事例をふまえ検討することが必要である。


